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碧南市建設工事一般競争入札における取り抜け方式による入札要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、碧南市が発注する建設工事（以下「工事」という。）の一般競争入

札において、受注機会の確保による地元建設業者の存続及び育成を図るため、取り抜け

方式による入札について、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

(1) 取り抜け方式による入札 複数の工事の開札順をあらかじめ定めておき、開札順に

落札者を決定するものとし、開札順上位の工事から、落札者となった者の他の工事の

入札書を無効とすることにより落札者を決定する入札方式をいう。 

(2) 同内容工事（委託） 工事の目的、及び工事目的物の機能、性能、並びに規格等が

類似している工事、もしくは適正な工期及び品質確保の観点から分割発注する工事を

いう。 

（対象工事） 

第３条 取り抜け方式による入札を行うことができる工事は、一般競争入札で実施する公

告日及び開札日が同日となる同工種・同内容工事（委託）の複数同時発注工事で、対象

工事の半数超が予定価格８，０００万円超である場合とする。  

（周知方法） 

第４条 取り抜け方式により入札を行う場合は、公告又は入札説明書によりあらかじめ周

知するものとする。 

（補則） 

第５条 この要領の施行について必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この要領は、平成２５年６月１日から施行する。 

この要領は、平成２７年４月１日から施行する。 

この要領は、令和３年３月２９日から施行する。 

この要領は、令和８年４月１日から施行する。 
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（参　考）

取り抜け方式の場合の落札者決定の例

　３件の同工種・同内容工事（委託）を取り抜け対象として行った開札結果例

開札順 工事名 落札候補者（順位１） 次順位者（順位２） 次順位者（順位３） 次順位者（順位４）

1 ａ工事（１工区） Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社

2 ａ工事（２工区） Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社

3 ａ工事（３工区） Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社

　上記の場合、開札後に資格要件の事後審査を行い、落札者を以下のとおり決定します。

開札順 工事名 落札候補者（順位１） 次順位者（順位２） 次順位者（順位３） 次順位者（順位４）

1 ａ工事（１工区） Ａ社（落札） Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社

2 ａ工事（２工区） Ａ社（無効） Ｂ社（落札） Ｃ社 Ｄ社

3 ａ工事（３工区） Ａ社（無効） Ｂ社（無効） Ｃ社（落札） Ｄ社

※１件の落札者となった時点で、その落札者が他の工事に入れた入札書は無効となります。

※同日の開札に取り抜け方式適用案件と、その他の案件がある場合、あらかじめ定める開札の順番

　は、「取り抜け方式」適用案件→「その他」案件とします。　

※同日開札日において「取り抜け方式案件」とそれ以外の案件、合わせて複数の落札候補者となっ

　た場合で、その内のいずれかの落札候補者を辞退する場合は、落札候補者となった全案件（複数

　の取り抜け案件を含む）の内で、予定価格の低い案件から辞退ができるものとする。
 


